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　 　 請 求 項 １ に 記 載 の 特 徴 構 成 に よ れ ば 、 走 行 装 置 の 接 地 部 に 対 す る 機 体 本 体 の 左 右 傾 斜
角 並 び に 前 後 傾 斜 角 夫 々 を 変 更 操 作 自 在 な 姿 勢 変 更 操 作 手 段 と 、 前 記 機 体 本 体 の 左 右 傾 斜
角 を 検 出 す る 左 右 傾 斜 角 検 出 手 段 と 、 前 記 機 体 本 体 の 前 後 傾 斜 角 を 検 出 す る 前 後 傾 斜 角 検
出 手 段 と 、 前 記 左 右 傾 斜 角 検 出 手 段 の 検 出 情 報 に 基 づ い て 前 記 機 体 本 体 の 左 右 傾 斜 角 が 設
定 左 右 傾 斜 角 に な る よ う に 前 記 姿 勢 変 更 操 作 手 段 を 制 御 す る ロ ー リ ン グ 制 御 、 及 び 、 前 記
前 後 傾 斜 角 検 出 手 段 の 検 出 情 報 に 基 づ い て 前 記 機 体 本 体 の 前 後 傾 斜 角 が 設 定 前 後 傾 斜 角 に
な る よ う に 前 記 姿 勢 変 更 操 作 手 段 を 制 御 す る ピ ッ チ ン グ 制 御 を 実 行 す る 姿 勢 制 御 手 段 と が
設 け ら れ て い る 作 業 車 の 姿 勢 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 姿 勢 変 更 操 作 手 段 は 、 前 記 機 体 本 体
に お け る 左 側 前 部 、 左 側 後 部 、 右 側 前 部 、 及 び 、 右 側 後 部 の 夫 々 に お い て 前 記 走 行 装 置 の
接 地 部 に 対 す る 高 さ を 各 別 に 変 更 調 節 自 在 な ４ 個 の 駆 動 手 段 を 備 え て 構 成 さ れ 、 前 記 姿 勢
制 御 手 段 は 、 前 記 ４ 個 の 駆 動 手 段

前 記 ロ ー リ
ン グ 制 御 を 実 行 す る よ う に 構 成 さ れ 、 且 つ 、 前 記 ４ 個 の 駆 動 手 段

作 業 車 の 姿 勢 制 御 装 置

の う ち の 左 側 前 部 及 び 左 側 後 部 に 位 置 す る 一 対 の 駆 動 手
段 を 同 時 に 同 量 づ つ 駆 動 操 作 す る こ と 、 及 び 、 前 記 ４ 個 の 駆 動 手 段 の う ち の 右 側 前 部 及 び
右 側 後 部 に 位 置 す る 一 対 の 駆 動 手 段 を 同 時 に 同 量 づ つ 駆 動 操 作 す る こ と の う ち の い ず れ か
を 選 択 し て 実 行 す る こ と に よ り 、 左 側 に 位 置 す る 前 後 各 駆 動 手 段 夫 々 を 機 体 本 体 が 最 も 接
地 部 に 近 づ く 状 態 に し 、 且 つ 、 右 側 に 位 置 す る 前 後 各 駆 動 手 段 を 機 体 本 体 が 最 も 接 地 部 か
ら 離 間 す る 状 態 に し て 、 機 体 本 体 が 接 地 部 に 対 し て 最 大 左 傾 斜 姿 勢 に な る 状 態 と 、 左 側 に
位 置 す る 前 後 各 駆 動 手 段 夫 々 を 機 体 本 体 が 最 も 接 地 部 に 離 間 す る 状 態 に し 、 且 つ 、 右 側 に
位 置 す る 前 後 各 駆 動 手 段 を 機 体 本 体 が 最 も 接 地 部 に 近 づ く 状 態 に し て 、 機 体 本 体 が 接 地 部
に 対 し て 最 大 右 傾 斜 姿 勢 に な る 状 態 と の 間 で 、 大 き く 左 右 傾 斜 角 を 変 更 さ せ る

の う ち の 左 側 前 部 及 び 右
側 前 部 に 位 置 す る 一 対 の 駆 動 手 段 を 同 時 に 同 量 づ つ 駆 動 操 作 す る こ と 、 及 び 、 左 側 後 部 及
び 右 側 後 部 に 位 置 す る 一 対 の 駆 動 手 段 を 同 時 に 同 量 づ つ 駆 動 操 作 す る こ と の う ち の い ず れ
か を 選 択 し て 実 行 す る こ と に よ り 、 前 部 側 に 位 置 す る 左 右 各 駆 動 手 段 夫 々 を 機 体 本 体 が 最



前 記 ピ ッ チ ン グ 制 御 を 実 行 す る よ
う に 構 成 さ れ 、 前 記 ロ ー リ ン グ 制 御 及 び 前 記 ピ ッ チ ン グ 制 御 が 同 時 に 指 令 さ れ た と き は 、
い ず れ か 一 方 の 制 御 を 他 方 の 制 御 に 優 先 し て 実 行 し た 後 に 、 前 記 他 方 の 制 御 を 実 行 す る よ
う に 構 成 さ れ て い る 。
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も 接 地 部 に 近 づ く 状 態 に し 、 且 つ 、 後 部 側 に 位 置 す る 左 右 各 駆 動 手 段 を 機 体 本 体 が 最 も 接
地 部 か ら 離 間 す る 状 態 に し て 、 機 体 本 体 が 最 大 前 傾 姿 勢 と な る 状 態 と 、 前 部 側 に 位 置 す る
左 右 各 駆 動 手 段 夫 々 を 機 体 本 体 が 最 も 接 地 部 か ら 離 間 す る 状 態 に し 、 且 つ 、 後 部 側 に 位 置
す る 左 右 各 駆 動 手 段 を 機 体 本 体 が 最 も 接 地 部 に 近 づ く 状 態 に し て 、 機 体 本 体 が 最 大 後 傾 姿
勢 と な る 状 態 と の 間 で 、 大 き く 前 後 傾 斜 角 を 変 更 さ せ る
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